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（佐藤 1997：107-115；村島 2012：148；グレッグ 2009：15-21）。 
以上のような Flexner講演以後、ソーシャルワークの分野においては「高度な」専門職
を目指し、理論化と専門職化が進められていくことになる。1939年にアメリカソーシャル




































































とされ、Schönはそれを「行為の中の省察（reflection in action）」（1983 ＝2001：50-72）
                                                   



































1. 海外の看護分野における Bennerによる研究 
 １）基本的視座 





















































表1  P.Bennerの技能習得の5段階モデル（Benner，1984） 




























































































































































professional expertise for working in uncertainty）（181-184）」として捉えた。そして、
5段階であった Bennerモデルに、「初学者（pre-student）」と「ベテラン（experienced）」


















1990年代後半から、かなり積極的に取り組まれている（岩田 1996；高橋 2002；保正 2003：


















































































 第４節 社会福祉分野における先行研究②：筆者らによる Bennerモデル関連の研究 
１．研究目的  















































































































































































































































































































































































 第３節 調査概要                              



























経験の内訳は、20年以上が 10名（最長 45年、最短 24年）、経験年数 20年未満が 6名（最
長 16年、最短 8年）である。所属等の詳細は表３に示した。 
なお学生は、初回調査の際、介護福祉士及び社会福祉士の資格取得を目指して大学へ入
学した 1年次生であった（以下、第二次調査 C）。 
 
２．調査手順・方法、倫理的配慮 
 １）第二次調査 A及び Bの概要 










年齢 経験 所属 
調査延 
時間（分） 
A 調査 A 
A 男 60代 40年以上 NPO法人 171 
B 男 60代 40年以上 NPO法人 640 
C 男 60代 30～39年 医療機関 499 
D 男 50代 20～29年 生活支援センター 199 
E 男 40代 20～29年 行政機関 182 
F 男 40代 10～14年 就労支援事業所 250 
G 男 30代 15～19年 生活支援センター 190 
H  女 30代 10～14年 共同生活住居 137 
I 女 30代 10～14年 相談支援事業所 167 
J 男 30代 10～14年 生活支援センター 187 
K 女 30代 10年未満 相談支援事業所 186 
B 
調査 B 
L 男 60代 40年以上 地域活動支援センター 303 
M 男 60代 30～39年 地域活動支援センター 297 
N 女 60代 30～39年 医療機関 282 
O 男 50代 20～29年 医療機関 266 
P 女 40代 20～29年 地域活動支援センター 247 








いずれの調査も、原則として、協力者 1名に対し 1名ないし 2名の調査者で 60～90分程





 ２）第二次調査 Cの概要 
第二次調査 Cについては、初回調査は、協力者が実習を体験した 1年次の学修を全て終
えた段階における認識を確認するために、実習終了後半年ほど経過した 2011年 4月から 5
月に、60分程度のインタビューを 2回実施した。2回目の調査は、協力者がある程度の専
門的な学修を積み重ねた後の本経験に対する認識の変化を確認するため、初回調査からさ

























































































































































































































































































次に、臨床経験 20年以上の P氏が入職してから 5年間、1980年代に仕事を一緒にして
きた F 医師に関する語りを紹介する。F 医師は、P 氏の入職当初から「社会復帰はワーカ
ーの仕事であるから、あなたたちの役割をやってもらうためにワーカーを配置した【680】」
と言い、当時の病院としては珍しく、その規模としては考えられないくらいの数のワーカ





























































































































































































































































































































































































































 第１節 臨床経験20年以上のワーカーが語る重要な臨床体験 
 １．臨床経験40年以上を有するワーカーの語り 
  １）A氏 



















































































































  ３）L氏 









































  １）C氏 





















































  ２）M氏 
   ①経歴 






























































  ３）N氏 




















































  １）D氏 















 第一次調査では 2事例を中心に語った D氏であったが、第二次調査においては、最近の
臨床体験を取り上げて、利用者の高齢化にかかわる体験を具体的に語った。ここでは、第







































  ２）E氏 












































  ３）O氏 
   ①経歴 
















































  ４）P氏 
   ①経歴 





















4 名の利用者のうち、最も印象に残っているのが、臨床経験 1～2 年目から約 20 年間、































 第２節 臨床経験20年未満のワーカーが語る重要な臨床体験 
 １．臨床経験10～20年のワーカーの語り 
  １）F氏 
   ①経歴 












































  ２）G氏 
   ①経歴 









































  ３）H氏 






































  ４）I氏 





































  ５）J氏 









































  1）K氏 
①経歴 

































































































































M 13 新人 看護助手として入職した直後に、病棟における歪な職員と利用者の関係を見て、強い違和感を抱き、出勤できなくなってしまった。【第6章第2節90-92頁】 














































C 10 新人～一人前 B氏の＜エピソード3＞の意味が、本当に理解できるようになったのは、10年以上の年月が必要とされ、実際に自分が家庭を営むようになってからだった。 
L  8 一人前手前 措置入院者の半数が、自傷他害の理由による入院ではなく、「経済措置」のためであることを知り、医療機関の経営が優先される制度のあり方に強い疑問を抱いた。 
20～ 
29年 
E 25 新人 
困った人がいても何もできないことに対し複雑な思いを抱えていた自分に対し、地
域の先輩ワーカーから「何でもひとりでできると思うなよ」と言われたという体験。 
O 27 一人前以前 急性症状を呈する利用者への対応は、本来、援助職はしたくない仕事であるが、あえて率先して行い、看護師や医者とは異なる「保護室からの関係」を築いてきた。 
10～ 
19年 G 35 新人 
入職直後の「利用者が教えてくれる」「一般（常識）的に考えてやりなさい」という
上司の助言のおかげで、新人の頃から、一線を引いた関係性を作ることができた。 














































































O 28 中堅 
他の利用者に暴力を振るった利用者に信頼関係をわかってほしいと思い、すぐに退所
させることはせずに、自分の責任の元で徹底的にかかわり続けた。 


















































































































































































I 40 一人前～中堅 
新規事業を一緒につくってきた先輩ワーカーが退職したことで、自分で考えて自分で決め、そして自分が
前面に立たなければならなくなり、腰が据わった仕事ができるようになった。【第7章第1節97-98頁】 















































































ることを語った G氏による＜エピソード 36＞が、本段階の実際を示している。 
中堅段階以降で生起している「小さな節目」は、①「これまでの実践が肯定・強化さ
れる」、②「これまでの実践等に問いが投げかけられる」に大別される。前者は、O氏及























































































































































































































































































































































































































































































































































第１節 「ふりまわされる」臨床体験：臨床経験 20年未満の事例 
第一次調査においては、利用者との関係で「ふりまわされ」て「行き詰まった」体験
を取り上げ、混沌とした語りを呈していたが、第二次調査ではその語りに大きな変容が























































































































第２節 「いること」だけで「問われる」臨床体験：臨床経験 20年以上の事例 







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































調査では、その焦点が家族員 Dさん及び B氏自身に向けられるようになっていく。 
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  ・とてもうまくいったと思う出来事 
  ・失敗した、挫折したと思う出来事 
  ・ごく普通の典型的な出来事 
  ・ソーシャルワークとは何であるか、その真髄をとらえていると思う出来事 
  ・とても大変な労力を要した出来事 
 

























































































 以下に、最近経験した、ごく普通の 1日の勤務を記述して下さい 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．特別だった日の勤務 
 以下に、最近経験した、普段とは著しく異なる特別な日の勤務を記述して下さい 
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